


関
東
大
震
災
の
記
録

『
中
井
村
震
災
紀
念
誌
』
解
説



表
紙
と
裏
表
紙
の
写
真
は
、
大
正
一
四
年(

一
九
二
五)

一
月
に
五
所
八
幡
神
社
境
内
に
建
て
ら
れ
た
「
関
東
大
震
災
記
念
碑
」



『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
復
刊
に
あ
た
っ
て

大
正
一
二
年(

一
九
二
三)

九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
に
お
け
る
中
井
村(

当
時)

の
被
災
状
況
と
そ
の
復
興
を
詳
述
し
た
、『
中

井
村
震
災
紀
念
誌
』
は
、
大
正
一
四
年(

一
九
二
五)

二
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
記
録
は
、
町
の
統
計
数
字
等
に
度
々
使
用
さ
れ
、

昭
和
三
三
年(
一
九
五
八)

刊
行
の
『
中
井
村
誌
』
に
は
、
そ
の
抜
粋
が
二
〇
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
被
害
記
録
と
し

て
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
八
年(

二
〇
一
六)
に
、
比
奈
窪
の
権
守
忠
義
さ
ん
宅
で
そ
の
原
本
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
書
が
再
び
注
目
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
町
に
は
コ
ピ
ー
し
か
な
く
、
そ
れ
も
昭
和
五
〇
年(

一
九
七
五)

頃
こ
の
原
本
を
借
り
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
原
本
は
こ

の
一
冊
し
か
現
存
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
で
も
そ
の
再
発
刊
を
求
め
る
決
議
が
令
和
四
年(

二
〇
二
二)

に
出
さ
れ
ま

し
た
。

町
は
、
震
災
か
ら
一
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
令
和
五
年(

二
〇
二
三)

に
、
そ
の
復
刻
を
決
め
、
富
士
フ
イ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
京
都
支
社
の
文
化
財
専
門
の
複
製
技
術
に
よ
っ
て
、
蘇
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
歴
史
文
書
と
し
て
の
本
書
の
価
値
と
現
代
的
意
義
を
精
査
し
、
位
置
づ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
、
あ
つ
ぎ
郷

土
博
物
館
学
芸
員
で
町
生
物
多
様
性
調
査
会
会
長
の
槐
真
史
氏
を
介
し
て
、
地
域
史
、
災
害
史
の
専
門
家
で
あ
る
、
東
海
大
学
教
育
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の
馬
場
弘
臣
先
生
に
解
説
を
お
願
い
出
来
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
す
。

解
説
で
は
村
よ
り
記
念
誌
編
纂
を
託
さ
れ
た
松
本
愛
敬
氏
に
着
目
、
合
わ
せ
て
被
害
状
況
や
救
護
活
動
に
触
れ
ら
れ
ま
す
。
現
代
語
訳

は
誤
読
が
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
最
良
の
解
説
を
通
し
て
、
復
刻
版
を
ご
覧
い
た
だ
く
際
の
よ
す
が
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

令
和
六
年(

二
〇
二
四)

三
月
四
日

中
井
町
長

戸
村
裕
司



緒

言

令
和
六
年
の(

二
〇
二
四)

の
幕
開
け
は
、
能
登
半
島
の
大
地
震
で
は
じ
ま
っ
た
。
一
月
一
日
一
六
時
一
〇
分
に
発
生
し
た
地
震
は
、
能

登
半
島
の
地
下
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
発
生
し
た
直
下
型
の
地
震
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
七
・
六
、
最
大
震
度
七
の
直
下
型
地
震
と
し

て
は
過
去
最
大
の
地
震
で
あ
る
と
い
う
。
奇
し
く
も
こ
の
前
年
、
令
和
五
年
は
大
正
一
二
年(

一
九
二
三)

九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大

震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
に
あ
た
る
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
災
害
列
島
と
も
称
さ
れ
る
日
本
に
お
い
て
、
と
く
に
地
震
の
発
生
は
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
で
あ
り
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
来
る
べ
き
未
来
、
備
え
る
べ
き
未
来
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に

地
震
に
対
す
る
予
知
の
方
法
、
減
災
の
あ
り
方
、
地
震
後
の
救
護
活
動
、
復
興
活
動
な
ど
、
震
災
に
と
も
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い

て
は
、
地
震
学
、
地
質
学
な
ど
の
自
然
科
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
済
学
や
社
会
学
な
ど
社
会
科
学
、
さ
ら
に
は
歴
史
学
や
考
古
学
な

ど
の
人
文
科
学
の
分
野
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
に
お
け
る
総
合
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
と
く
に
文
献
史
学
の
立
場
は
、
震
災
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
を
収
集
し
て
整
理
し
、
公
開
す
る
こ
と
で
後
世
に

伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
責
務
で
あ
る
。

こ
こ
に
復
刊
し
た
松
本
愛
敬
著
『
中
井
村
震
災
紀
念
誌
』
は
、
近
年
、
新
た
に
「
再
発
見
」
さ
れ
た
、
中
井
村
に
お
け
る
震
災
の
詳
細

よ
し
の
り

な
記
録
で
あ
る
。
松
本
氏
は
本
書
を
「
総
説
」
「
震
災
編
」
「
救
護
編
」
「
復
興
編
」
の
四
編
に
分
け
て
詳
述
し
て
い
る
が
、
何
よ
り
こ
の

『
震
災
誌
』
が
、
震
災
の
翌
々
年
と
い
う
比
較
的
早
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
解
説
に
あ
た
っ
て

は
、
と
く
に
震
災
の
実
態
と
震
災
後
の
救
護
活
動
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。
そ
こ
に
被
災
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
懸
命
に
救
護
と
復
興
に
尽

力
し
た
中
井
村
の
人
々
の
熱
意
と
努
力
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
原
文
は
旧
字
体
・
旧
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
本
文
は
比
較

的
読
み
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
多
く
の
人
に
読
み
つ
が
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

令
和
六
年(

二
〇
二
四)

三
月
八
日

東
海
大
学
教
育
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

馬
場

弘
臣
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1

一

『
中
井
村
震
災
紀
念
誌
』
と
松
本
愛
敬

よ

し

の

り

『
中
井
村
震
災
紀
念
誌
』
は
、
大
正
一
二
年(

一
九
二
三)

九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
に
つ
い
て
、
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
中
井

村(

現
・
中
井
町)
に
つ
い
て
綴
ら
れ
た
書
で
あ
る
。
著
者
は
松
本
愛
敬
氏
で
、
本
書
は
「
概
説
」
「
震
災
編
」
「
救
護
編
」
「
復
興
編
」
の

ま
つ
も
と
よ
し
の
り

四
編
か
ら
な
っ
て
い
る
。
大
正
一
四
年
二
月
一
〇
日
付
で
中
井
村
役
場
か
ら
発
行
さ
れ
た
が
、
本
書
の
「
例
言
」
に
よ
る
と
、
脱
稿
は
震

災
翌
年
の
一
二
月
一
四
日
と
な
っ
て
い
る
。
震
災
か
ら
わ
ず
か
一
年
三
か
月
後
で
あ
る
。

著
者
で
あ
る
松
本
愛
敬
氏
は
、
明
治
二
九
年(

一
八
九
六)

六
月
一
四
日
に
横
浜
で
生
ま
れ
、
昭
和
四
四
年(

一
九
六
九)

一
〇
月
二
三
日

に
中
井
町
に
お
い
て
七
三
歳
で
没
し
て
い
る
。
横
浜
市
立
商
業
学
校(

現
・
横
浜
市
立
商
業
高
等
学
校)

を
卒
業
す
る
と
、
早
稲
田
大
学
商

学
部
に
進
学
し
た
後
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
留
学
し
て
修
士
号
を
取
得
し
た
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
な
ど
、
詳
し
い
経
歴
は
不
明
で

あ
る
。
ま
た
、
松
本
家
は
現
在
の
中
井
町
の
中
で
も
古
い
家
系
で
あ
り
、
松
本
氏
の
場
合
は
、
そ

も
そ
も
中
井
村
に
引
っ
越
す
と
い
う
よ
り
戻
っ
た
と
い
っ
た
方
が
的
確
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が

い
つ
の
こ
と
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
も
松
本
氏
は
、
若
い
こ
ろ
に
は
社
会
主
義
運
動
や
労
働
運

動
に
傾
倒
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
事
実
、
関
東
大
震
災
の
二
年
前
、
大
正
一
〇
年(

一
九
二

一)

に
は
千
住
警
察
署
に
お
い
て
総
督
官
房
特
別
高
等
課
特
別
高
等
係(

後
の
特
別
高
等
警
察
、
略

称
・
特
高)

に
、
関
係
者
に
つ
い
て
の
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
る(
山
泉
進
「
大
杉
栄
、
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
に
遭
遇
す
︱(

付)

李
増
林
聴
取
書
・
松
本
愛
敬
関
係
資
料
」
『
初
期
社
会
主
義
研
究
』
第

巻
15

第

号)

。
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2

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
二
年
後
に
震
災
に
遭
い
、
翌
大
正
一
三
年(

一
九
二
四)

一
二
月
一
四
日
付
け
で
『
中
井
村
震
災
紀
念
誌
』
を
書
き
上

げ
、
同
一
四
年
二
月
一
〇
日
付
で
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
書
の
詳
し
い
内
容
は
次
章
で
み
て
い
く
こ
と
に
し
て
、
震
災
後
も
松
本

氏
は
基
本
的
に
中
井
村
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
動
向
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
不
幸
な
こ
と
に

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
前
後
の
混
乱
期
に
失
明
の
悲
劇
に
み
ま
わ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
二
二
年(

一
九
四
七)

四

月
一
日
に
新
制
の
中
井
中
学
校
が
開
校
し
た
際
に
は
、
同
年
度
か
ら
三
か
年
間
、
父
母
の
会(

後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ)

の
会
長
を
務
め
、
昭
和
二
六

年
四
月
三
〇
日
か
ら
同
三
〇
年
四
月
九
日
ま
で
村
会
議
員
を
務
め
る
な
ど
、
村
の
行
政
や
教
育
に
尽
力
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ

の
他
に
も
昭
和
三
三
年(
一
九
五
八)

に
刊
行
さ
れ
た
『
中
井
村
誌
』
で
は
、
「
村
誌
調
査
委
員
」
を
務
め
る
と
と
も
に
、
同
誌
に
は
『
中

井
村
震
災
紀
念
誌
』
の
抜
粋
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
断
片
的
な
が
ら
、
松
本
氏
の
多
様
な
活
動
と
教
養
の
高
さ
、
そ
し
て
戦
後
に
お
け
る

公
的
活
動
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
中
井
村
震
災
紀
念
誌
』
そ
の
も
の
も
中
井
村
役
場
よ
り
の
依
頼
を
受
け
て
執
筆
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
関
東
大
震
災
関
係
の
刊
行
物
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
震
災
発
生
当

か
ん
け
ん

初
に
は
、
主
に
関
東
戒
厳
司
令
部
情
報
部
や
警
視
庁
保
安
部
建
築
課
、
東
京
市
調
査
会
、
東
京
市
役
所
調
査
課
、
内
務
省
社
会
部
第
一
部

監
督
課
、
中
央
気
象
台
等
々
か
ら
報
告
書
や
被
災
地
図
な
ど
が
刊
行
さ
れ
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
大
阪
朝
日
新
聞
、
東
京
朝
日
新
聞
、
報

知
新
聞
社
な
ど
の
新
聞
社
か
ら
は
発
表
さ
れ
た
記
事
の
集
成
や
写
真
帳
が
、
ま
た
国
際
情
報
社
、
報
知
社
、
講
談
社
、
黎
明
書
房
、
偕
行

か
い
こ
う

社
等
々
の
出
版
社
か
ら
も
写
真
集
や
被
災
図
解
な
ど
の
震
災
関
係
図
書
が
出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
震
災
の

現
状
や
全
般
を
回
顧
し
た
著
書
が
刊
行
さ
れ
は
じ
め
た
。
早
い
事
例
と
し
て
、
大
正
一
二
年
一
二
月
七
日
発
行
の
長
井
修
吉
『
大
正
震
災

記
』(

新
作
社
・
文
行
社)

や
同
年
一
二
月
二
六
日
発
行
の
水
谷

巽

『
東
京
大
震
災
遭
難
記
』(

黎
明
書
房)

、
同
月
三
一
日
付
の
山
田
延

た
つ
み

彌
『
大
正
震
災
誌
』(

大
正
震
災
誌
刊
行
会)

な
ど
が
確
認
で
き
る
。
翌
大
正
一
三
年
に
な
る
と
さ
ら
に
こ
う
し
た
書
籍
が
増
え
、
小
説
家

の
田
山
花
袋
も
四
月
二
〇
日
付
で
『
東
京
震
災
記
』(

博
文
閣)

を
出
版
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
一
四
年(

一
九
二
五)

か
ら
一
五
年
に
か



3

け
て
、
官
公
庁
や
東
京
府
・
東
京
市
か
ら
、
震
災
に
関
す
る
記
録(

震
災
誌)

が
続
々
と
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
大
正
一
四
年
の
刊
行
物
と

し
て
、
農
務
省
『
関
東
地
震
調
査
報
告
』
第
１(

三
月
二
六
日
刊
行
、
以
下
月
日
は
刊
行
日)

、
震
災
予
防
調
査
会
編
『
震
災
予
防
調
査
報

告

(
甲)(
乙)

』(

三
月
三
一
日)

、
東
京
市
役
所
『
東
京
大
正
震
災
誌
』(

四
月
三
日)

、
東
京
府
『
東
京
府
大
正
震
災
誌
』(

五
月
五
日)

、

商
工
省
『
関
東
地
震
調
査
報
告
』
第
２(

七
月
三
一
日)

、
警
視
庁
『
大
正
大
震
火
災
誌
』(

七
月
三
一
日)

な
ど
が
あ
り
、
大
正
一
五
年(

一

九
二
六)

に
は
内
務
省
社
会
局
『
大
正
震
災
誌

上
下
』(

二
月
二
八
日)

、
東
京
市
役
所
『
東
京
震
災
録
』
前
輯
・
中
輯
・
後
輯

・
後

(1)

輯

・
別
輯
・
地
図
及
写
真
帖(

三
月
三
一
日)

、
震
災
予
防
調
査
会
編
『
震
災
予
防
調
査
会
報
告

第
百
号(

丙)

上
下(

丁)(

戊)

』
が
刊

(2)
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
社
団
法
人
土
木
学
会
か
ら
『
大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
震
害
調
査
報
告
』
第
一
巻
～
第
三
巻(

八

月
三
〇
日)

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
現
在
に
お
い
て
も
関
東
大
震
災
を
研
究
す
る
上
で
必
読
の
書
で
あ
る
。

政
府
の
官
公
庁
の
中
で
は
、
と
く
に
内
務
省
社
会
局
と
中
央
気
象
台
が
重
要
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
で
は
各
地
の
被
害
に
対
す
る
詳
細

な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
内
務
省
社
会
局
で
、
市
町
村
に
対
し
て
調
査
を
依
頼
し
、
情
報
を
収
集
し
た

と
い
う
。
ま
た
、
中
央
気
象
台
は
気
象
庁
の
前
身
に
あ
た
る
組
織
で
、
気
象
庁
の
任
務
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
地
震
関
連
の
予
報
や
警
報

な
ど
を
管
掌
し
た
。
さ
ら
に
、
震
災
予
防
調
査
会
は
、
文
部
省
所
轄
の
研
究
機
関
で
、
明
治
二
四
年(

一
八
九
一)

の
濃
尾
地
震
を
契
機
と

し
て
作
ら
れ
た
。
地
震
予
知
の
方
法
や
減
災
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、
関
東
大
震
災
を
機
に
東
京
帝
国
大
学
地
震
研
究
所(

現

・
東
京
大
学
地
震
研
究
所)

と
震
災
予
防
評
議
会(

現
・
社
団
法
人
震
災
予
防
協
会)

に
分
か
れ
た
。
震
災
予
防
調
査
会
で
は
府
県
を
通
じ

て
被
災
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
に
『
震
災
誌
』
や
調
査
報
告
に
お
い
て
死
者
や
全
半
壊
・
全
半
焼
家
屋
な
ど
の
数
値

に
違
い
が
み
ら
れ
る
の
は
、
調
査
方
法
や
機
関
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

神
奈
川
県
に
お
け
る
震
災
の
記
録
と
し
て
は
、
ま
ず
最
初
に
昭
和
二
年(
一
九
二
七)

九
月
三
〇
日
刊
行
の
『
神
奈
川
県
震
災
誌
』
が
あ

げ
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
東
京
府
や
東
京
市
に
追
従
す
る
か
の
よ
う
に
、
大
正
一
四
年(

一
九
二
五)

こ
ろ
か
ら
市
町
村
レ
ベ

ル
で
『
震
災
誌
』
を
刊
行
す
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
も
同
年
二
月
一
〇
日
刊
行
の
『
中
井
村
震
災
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紀
年
誌
』
は
早
い
事
例
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
に
も
、
例
え
ば
大
正
一
三
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
東
京
府
荏
原
郡
大
井
町
の
『
大
震
災
記

念
誌
︱
大
井
町
︱
』(

『
品
川
区
史
』
続
資
料
編(

二)

、
一
九
七
六
年
発
行
に
収
録)

の
事
例
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
『
震
災
誌
』

が
「
発
見
」
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
以
降
、
大
正
一
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
震
災
誌
』
と
し

て
、
五
月
二
〇
日
刊
行
の
『
赤
坂
区
震
災
誌
』(

東
京
市
赤
坂
区
役
所)

、
九
月
一
日
刊
行
の
淵
江
源
治
著
『
八
王
子
市
大
正
震
災
誌
』(

八

王
子
市
役
所)
、
一
二
月
二
三
日
刊
行
の
『
埼
玉
県
北
足
立
郡
大
正
震
災
誌
』(

埼
玉
県
足
立
郡
役
所)

が
あ
る
。
そ
の
後
も
昭
和
二
年
九

月
三
〇
日
刊
行
の
長
坂
村
太
郎
『
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
川
村
震
災
記
念
誌
』(

川
村
役
場
、
以
下
『
川
村
震
災
記
念
誌
』
と
略
記)

、
昭
和

七
年
五
月
二
七
日
刊
行
の
『
横
須
賀
市
震
災
誌

附
復
興
誌
』(

横
須
賀
市
震
災
誌
刊
行
会)

な
ど
が
続
い
て
い
る
。
中
で
も
注
目
し
た
い

の
が
同
じ
足
柄
上
郡
の
『
川
村
震
災
記
念
誌
』
で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
『
中
井
村
震
災
紀
念
誌
』
が
総
説
・
震
災
編
・
救
護
編
・

復
興
編
の
四
編
か
ら
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
川
村
震
災
記
念
誌
』
は
一
総
説
・
二
被
害
に
就
て
・
三
復
興
に
就
て
、
四
復
興
に
干
与

か
ん

よ

せ
し
氏
名
の
四
章
か
ら
な
っ
て
お
り
、
構
成
的
に
も
よ
く
似
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
「
総
説
」
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
地
震
の
多
い
日
本
で
は
、

震
災
に
対
す
る
書
籍
が
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
も
の
を
参
考
に
し
て
ま
ず
震
災
に
つ
い
て
の
概
説
が
書
か
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
著
者
の
長
坂
村
太
郎(

邨
太
郎
と
も
書
く)
は
、
川
村
高
等
尋
常
小
学
校
校
長
を
務
め
る
か
た
わ
ら
で
郷
土
史
家
と
し
て
『
川
村
城

址
記
』(

松
田
町
、
一
九
三
二
年)

や
『
歴
史
上
に
み
た
る
河
村
氏
』(

河
村
尋
常
小
学
校
国
史
研
究
部
並
山
北
町
青
年
団
、
一
九
三
七)

な

ど
を

上

梓
し
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
が
こ
う
し
た
『
震
災
誌
』
の
嚆
矢
の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
間
違
い

じ
よ
う

し

こ
う

し

な
い
で
あ
ろ
う
。

二

『
中
井
村
震
災
紀
念
誌
』
に
み
る
関
東
大
震
災
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こ
こ
で
改
め
て
関
東
大
震
災
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う(

北
原
糸
子
他
編
『
日
本
歴
史
災
害
事
典
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
二
年)

。
本
震
の
発
生
は
、
大
正
一
二
年(

一
九
二
三)

九
月
一
日
一
一
時
五
八
分
三
二
秒
で
、
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源
と
し

た
海
溝
型
地
震
で
あ
る
が
、
震
央
は
神
奈
川
県
西
部
の
松
田
付
近
で
、
深
さ
が
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
は
従
来
Ｍ
七
・
九
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
研
究
で
は
Ｍ
八
・
一±

〇
・
二
と
な
っ
て
い
る
。
震
源
地
の
神
奈
川
県
か
ら
千
葉
県

南
部
を
中
心
に
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
震
度
七
や
六
強
の
地
震
が
記
録
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
地
震
に
よ
る
死
者
は
、
行
方
不
明
者
を
含

め
、
推
定
一
〇
万
五
三
八
五
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
相
模
湾
か
ら
伊
豆
半
島
に
か
け
て
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
津
波
が
、

早
い
と
こ
ろ
で
は
地
震
発
生
後
数
分
以
内
に
陸
地
に
到
達
し
た
。
鎌
倉
町
の
死
者
四
九
七
名
の
う
ち
九
一
名
は
、
こ
の
津
波
に
よ
る
流
死

者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
房
総
半
島
か
ら
三
浦
半
島
・
伊
豆
半
島
の
付
け
根
に
か
け
て
最
大
で
二
メ
ー
ト
ル
近
く
の
隆
起
が
あ
っ
た

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
地
震
の
規
模
も
死
者
や
全
壊
・
焼
失
家
屋
の
数
に
し
て
も
明
治
以
降
最
大
の
地
震
で
あ
っ
た
。

１

中
井
村
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
「
震
災
編
」
の
「
一
、
中
井
村
各
字
の
災
害
概
況
」
で
あ
ろ
う(

頁)

。
関
東
大
震
災

あ
ざ

34

の
『
震
災
誌
』
や
被
災
記
録
は
多
数
残
っ
て
い
る
が
、
字
ご
と
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
は
極
め
て
珍
し
い
。
字
は
明
治
初

年
の
市
町
村
制
の
施
行
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
「
村
」
を
自
然
集
落
と
し
て
区
別
す
る
た
め
に
、
市
町
村
の
区
画
の
下
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
地
名
で
あ
る
。
ま
た
、
字
に
は
大
字
と
小
字
が
あ
り
、
大
字
は
お
お
む
ね
こ
の
江
戸
時
代
の
「
村
」
を
表
し
、
小
字
は
そ
の
下
の
集

お
お
あ
ざ

こ

あ
ざ

落
を
示
す
。
字
は
普
通
、
こ
の
小
字
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
大
字
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
書
で
は
大

字
の
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
井
ノ
口
に
は
こ
の
小
字
ご
と
の
被
害
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る(

頁)

。
ま
た
、
本
書
で
は
字
、
大
字
の

47

意
味
で
部
落
と
い
う
呼
称
も
使
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
被
差
別
集
落
を
示
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
が
、
本
来
は
大
字
と
同
じ
く
、
こ
う

ぶ

ら
く
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し

た
江
戸

時
代
の

「
村
」
を
示
す
呼
称

で
、
地
方
で
は
今
で

も
一
般
的
に
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
本

書
に
字
も
し
く
は
部

落
と
し
て
出
て
く
る

比
奈
窪
、
松
本
、
雑

ひ

な

く
ぼ

ぞ
う

色
、
鴨
沢
、
古
怒
田
、

し
き

こ

ぬ

た

半
分
形
、
田
中
、
遠

は

ぶ

が
た

藤
、
北
田
、
久
所
、

ぐ

ぞ

藤
沢
、
岩
倉
、
境
、

境
別
所
、
井
ノ
口
の

一
五
の
集
落
は
す
べ

て
江
戸
時
代
の
「
村
」

で
あ
っ
た
。
明
治
二

二
年(

一
八
八
九)

に

市
制
・
町
村
制
が
施

行
さ
れ
る
と
、
そ
れ

表1．足柄上郡と神奈川県全域および近隣主要市町の被害状況

注）諸井孝文・武村真之「関東地震（1923年９月１日）による被害要因別死者数推定」『日
本地震工学会論文集』第４巻第４号、2004年に収録の付表を基本とし、中井村につい
ては、松本愛敬『中井村震災紀念誌』（中井村役場、1925）、川村については、長坂村
太郎『神奈川県足柄上郡川村震災記念誌』(川村役場、1927)を照合した。また、神奈川
県全域と郡部の合計は『神奈川県震災誌』(神奈川県、1927年)から作成した。神奈川県
全域と郡部合計の死者には行方不明分が含まれている。

人口
(人)

死者
(人)

死亡率
(％)

世帯数
(戸)

全壊
(戸)

焼失
(戸)

全壊率
(％)

焼失率
(％)

中井村 中井町 5,321 24 0.45 852 213 0 25.00 0.00
松田町 3,626 10 0.28 737 302 1 40.98 0.14
寄村 1,823 5 0.27 341 5 0 1.47 0.00
上中村 1,247 3 0.24 209 3 0 1.44 0.00
山田村 938 7 0.75 157 7 0 4.46 0.00
曽我村 2,941 41 1.39 482 385 2 79.88 0.41
金田村 1,932 9 0.47 355 112 1 31.55 0.28
吉田島村 1,288 8 0.62 260 2 1 0.77 0.38
酒田村 1,445 4 0.28 276 84 1 30.43 0.36
岡本村 3,340 28 0.84 580 248 2 42.76 0.34
南足柄村 3,359 3 0.09 641 60 0 9.36 0.00
福沢村 2,495 4 0.16 476 75 0 15.76 0.00
北足柄村 南足柄市 1,851 4 0.22 341 53 0 15.54 0.00
川村 6,462 20 0.31 1,283 137 0 10.68 0.00

共和村 778 11 1.41 133 15 0 11.28 0.00
清水村 1,852 7 0.38 334 9 0 2.69 0.00
神縄村 426 1 0.23 78 2 0 2.56 0.00
三保村 2,166 4 0.18 471 7 0 1.49 0.00
上秦野村 秦野市 1,976 4 0.20 345 71 0 20.58 0.00
桜井村 小田原市 1,445 4 0.28 276 84 1 30.43 0.36

46,711 201 0.43 8,627 1,874 9 21.72 0.10
横浜市 横浜市 403,586 26,623 6.60 93,986 28,169 62,608 29.97 66.61
小田原町 小田原市 22,477 280 1.25 4,779 2,915 3,384 61.00 70.81
秦野町 秦野市 10,075 21 0.21 2,053 556 271 27.08 13.20
大磯町 大磯町 8,572 32 0.37 1,729 181 0 10.47 0.00
平塚町 平塚市 11,367 266 2.34 2,424 1,313 2 54.17 0.08
厚木町 厚木市 4,498 27 0.60 983 24 0 2.44 0.00
伊勢原町 伊勢原市 3,860 13 0.34 776 296 3 38.14 0.39

1,379,000 29,614 2.15 274,300 46,719 62,608 17.03 22.82
861,900 7,488 0.87 157,450 15,158 2,933 9.63 1.86

町村名 現自治体
人的被害 家屋の被害

神奈川県全域
神奈川県郡部合計

松田町

大井町

開成町

南足柄市

山北町

足柄上郡合計
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ま
で
比
奈
窪
村
、
松
本
村
、
雑
色
村
、
鴨
沢
村
、
古
怒
田
村
、
半
分
形
村
、
田
中
村
、
遠
藤
村
、
北
田
村
、
久
所
村
、
藤
沢
村
、
岩
倉
村
、

境
村
、
境
別
所
村
と
称
し
て
い
た
一
四
か
村
に
井
ノ
口
村
と
小
竹
村(

現
・
伊
勢
原
市)

の
飛
地
が
合
併
し
て
中
村
と
な
り
、
井
ノ
口
村
は

と
び

ち

単
独
で
そ
の
ま
ま
井
ノ
口
村
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
一
年(

一
九
〇
八)

に
中
村
と
井
ノ
口
村
が
合
併
し
て
中
井
村
と
な
り
、
昭
和

三
三
年(

一
九
五
八)

に
中
井
町
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
近
現
代
の
市
町
村
は
、
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
「
村
」
が
合
併
を
繰
り
返
し

て
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
そ
れ
ぞ
れ
を
構
成
す
る
大
字
、
字
、
部
落
は
地
区
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
基
本

的
に
字(

地
区)

と
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
こ
で
ま
ず
、
中
井
村
の
字(

地
区)

ご
と
の
被
災
状
況
を
み
て
い
く
前
に
、
中
井
村
全
体
の
被
害
状
況
を
当
時
の
足
柄
上
郡
の
町
村
と

比
較
す
る
た
め
に
作
成
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
当
時
の
近
隣
の
主
要
町
村
や
神
奈
川
県
全
体
お
よ
び
神
奈
川
県
の
郡
部
の

合
計
も
計
上
し
て
み
た
。
足
柄
上
郡
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
桐
生
海
生
氏
の
研
究
が
あ
る(

鈴
木
晶
他
編
『
神
奈
川
の
関
東

大
震
災
︱
１
０
０
年
後
の
視
点
』
第
１
部
第
８
章
「
足
柄
上
郡
の
関
東
大
震
災
」
え
に
し
書
房
、
二
〇
二
三
年)

。
桐
生
氏
は
ま
ず
、
震

災
時
に
足
柄
上
郡
で
あ
っ
た
町
村
で
、
現
在
の
南
足
柄
市
、
山
北
町
、
開
成
町
、
松

田
町
、
大
井
町
、
中
井
町
に
含
ま
れ
て
い
た
町
村
に
お
け
る
当
時
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
の
震
災
記
念
碑
を
は
じ
め
と
す
る
遺
構
に
つ
い

て
広
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
中
井
町
の
五
所
八
幡
神
社
境
内
に
あ
る
大
正
一
四
年(

一

九
二
五)

一
月
建
立
の
震
災
記
念
碑
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

表
１
は
、
諸
井
孝
文
・
武
村
真
之
「
関
東
地
震
（1923

年9
月1
日
）
に
よ
る
被

害
要
因
別
死
者
数
推
定
」
『
日
本
地
震
工
学
会
論
文
集
』
第
４
巻
第
４
号(
二
〇
〇
四

年)

に
収
録
さ
れ
た
付
表
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
死
者
数
は
、
先
に
紹

介
し
た
『
震
災
予
防
調
査
会
報
告

第
百
号(

甲)

』
所
収
の
松
澤
武
雄
「
木
造
建
築

五所八幡神社境内の震災記念碑
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物
ニ
ヨ
ル
震
害
分
布
調
査
報
告
」
に
収
録
さ
れ
た
付
表
の
数
値
を
採
用
し
て
い
る
。
中
井
村
の
死
者
に
つ
い
て
は
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』

で
は
二
四
名
と
な
っ
て
お
り
、
松
澤
氏
の
付
表
も
同
じ
で
あ
る
が
、
中
井
村
震
災
記
念
碑
の
碑
文
に
は
二
五
名
と
あ
る(

写
真
参
照)

。
ま

た
、
内
務
省
社
会
局
の
報
告
で
は
二
八
名
と
な
っ
て
い
る
。
松
澤
氏
も
報
告
書
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
と
く
に
都
市
部
で
は
被
害
の
正

確
な
数
値
を
把
握
す
る
こ
と
自
体
が
難
し
く
、
情
報
の
収
集
法
や
提
供
先
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
く
る
。
と
は
い
え
、
歴
史
的
事
象
は
な

る
べ
く
そ
れ
が
起
き
た
時
期
に
記
録
さ
れ
た
も
の
、
現
場
に
近
い
ほ
ど
正
確
な
情
報
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
、
時
期
が
遅
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
記
憶
が
曖
昧
に
な
っ
た
り
、
不
確
実
な
要
素
が
紛
れ
込
む
こ
と
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
も
震
災
の
翌
年
に
執
筆
さ
れ
た

『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
は
歴
史
的
価
値
が
高
い
の
で
あ
る
。

こ
の
死
者
数
二
四
名(

〇
・
四
五
％)

は
、
足
柄
上
郡
の
中
で
は
曽
我
村
の
四
一
名(

一
・
三
九
％)

、
岡
本
村
の
二
八
名(

〇
・
八
四
％)

に
つ
い
で
多
い
。
ま
た
、
焼
失
家
屋
そ
の
も
の
は
少
な
い
の
で
、
全
壊
家
屋
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
中
井
村
の
二
一
三
戸(

二
五
・
〇

〇
％)

は
、
曽
我
村
の
三
八
五
戸(

七
九
・
八
八
％)

、
松
田
村
の
三
〇
二
戸(

四
〇
・
九
八
％)

、
岡
本
村
の
二
四
八
戸(

四
二
・
七
六
％)

に

つ
い
で
多
い
。
足
柄
上
郡
で
は
と
に
か
く
曽
我
村
の
被
害
が
際
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
井
村
の
被
害
は
、
足
柄
上
郡
全
体
で
比
較

す
る
と
死
亡
率
も
全
壊
率
も
平
均
よ
り
大
き
い
。
足
柄
上
郡
の
中
で
中
井
村
は
、
川
村
に
つ
い
で
人
口
数
や
世
帯
数
が
多
い
に
も
関
わ
ら

ず
で
あ
る
。
ま
た
、
神
奈
川
全
域
で
比
較
し
て
も
中
井
村
の
被
害
率
は
大
き
く
、
郡
部
だ
け
で
比
べ
る
と
な
お
そ
の
差
は
大
き
い
。
数
値

だ
け
の
比
較
か
ら
み
て
も
中
井
村
は
そ
れ
な
り
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
の

が
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
人
口
数
・
世
帯
数
が
足
柄
上
郡
の
中
で
一
番
目
と
二
番
目
と
な
る
川
村
と
中
井

村
が
『
震
災
記
念
誌
』
を
著
し
た
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

足
柄
上
郡
は
、
神
奈
川
県
西
部
の
内
陸
部
に
あ
っ
て
山
間
の
村
を
含
め
て
畑
勝
ち
の
村
が
多
い
。
震
災
当
時
に
お
け
る
中
井
村
の
耕
地

は
た

が

は
、
畑
が
七
〇
五

町

六
反
四
畝
七
歩
で
、
田
は
九
七
町
一
反
二
畝
一
一
歩
と
な
っ
て
お
り
、
圧
倒
的
に
畑
方
の
割
合
が
高
い(

頁)

。

ち
よ
う

た
ん

せ

ぶ

57

そ
の
た
め
米
作
と
の
し
て
の
生
産
力
は
低
く
、
畑
で
は
煙
草
が
第
一
の
農
産
物
で
、
そ
の
収
穫
額
は
米
や
養
蚕
、
大
小
小
麦
な
ど
の
生
産

た

ば

こ
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部
を
合
算
し
た
も
の
よ
り
も
大
き
か
っ
た
と
い
う(

58

頁)
。
こ
う
し
た
耕
地
を
含
め
、
崩
壊
、
亀
裂
、
埋
没

な
ど
の
土
地
に
対
す
る
被
害
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
用

水
路
や
堤
防
の
破
壊
に
と
も
な
う
損
害
も
大
き
か
っ
た

と
い
う(

頁)
。
農
村
部
の
被
害
は
い
ず
れ
も
同
様
で

57

あ
ろ
う
。
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
に
は
、
住
宅
の
被

害
の
他
、
土
蔵
や
倉
庫
の
被
害
に
つ
い
て
も
書
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
村
尋
常
高
等
小
学
校
、
井
ノ

口
尋
常
高
等
小
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
に
、
役
場
、
隔

離
病
院
な
ど
の
公
的
機
関
、
神
社
仏
閣
、
名
所
旧
跡
、

道
路
や
橋
梁
な
ど
の
交
通
路
や
交
通
運
輸
、
水
道
、
産

業
、
金
融
な
ど
あ
ら
ゆ
る
被
害
を
書
き
上
げ
て
い
て
貴

重
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
『
川
村
震
災
記
念
誌
』
も
同

様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
が
字

ご
と
の
被
害
状
況
を
記
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が

あ
る
と
し
て
、
『
川
村
震
災
記
念
誌
は
、
「
震
災
日
記
」

(

九
月
一
日
～
一
〇
月
二
九
日)

と
「
川
村
青
年
団
日
記
」

(

九
月
一
日
～
二
五
日)

を
収
録
し
て
い
る
の
が
大
き
な

特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
地
震
発
生
時
の
状
況
は

図１．中井町の字(地区)と周辺地域 □内が中井村の字(地区) 馬場弘臣・目七哲史作成
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も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
後
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
被
害
状
況
や
救
護
、
復
旧
の
あ
り
さ
ま
な
ど
を
日
ご
と
に
追
う
こ
と
が
で
き

る
。近

隣
地
域
、
と
く
に
町
場
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
小
田
原
町
︱
死
者
二
八
〇
名(

一
・
二
五
％)

、
全
壊
家
屋
三
三
八
四
戸(

六
一
・

〇
〇
％)

、
焼
失
家
屋
三
三
八
四
戸(

七
〇
・
八
一
％)

、
平
塚
町
︱
死
者
二
六
六
名(

二
・
三
四
％)

、
全
壊
家
屋
一
三
一
三
戸(

五
四
・
一

七
％)

が
目
を
ひ
く
。
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
横
浜
市
は
な
お
さ
ら
で
、
そ
れ
が
神
奈
川
県
全
域
の
被
害
を
大
き
く
引
き
上
げ
て
い
る
。

関
東
大
震
災
は
東
京
市
と
横
浜
市
に
被
害
が
集
中
し
た
。
横
浜
市
の
人
口
は
四
〇
万
三
五
八
六
人
で
、
死
者
数
二
万
六
二
二
三
人
、
死

者
率
は
六
・
六
〇
％
、
世
帯
数
は
九
万
三
九
八
六
戸
で
、
全
壊
家
屋
二
万
八
一
六
九
戸
、
全
壊
率
二
九
・
九
七
％
、
焼
失
家
屋
六
万
二
六

〇
八
戸
、
焼
失
率
六
六
・
六
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
市
の
人
口
は
二
〇
七
万
九
〇
九
四
人
で
、
死
者
数
六
万
八
六
六

〇
人
、
死
者
率
三
・
三
〇
％
、
世
帯
数
は
四
五
万
二
四
〇
二
戸
で
、
全
壊
家
屋
三
万
五
三
五
〇
戸
、
全
壊
率
七
・
八
一
％
、
焼
失
家
屋
三

〇
万
九
二
四
人
、
焼
失
率
六
六
・
五
二
％
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
桁
違
い
で
あ
る
。
人
口
で
は
東
京
市
が
横
浜
市
の
人
口
で
五
倍
以
上
、

世
帯
数
で
四
・
八
倍
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、
死
者
率
は
横
浜
市
の
方
が
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、
焼
失
家
屋
率
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
も

の
の
、
全
壊
家
屋
率
も
横
浜
市
が
三
・
八
倍
で
あ
る
。
被
害
の
割
合
か
ら
す
れ
ば
、
東
京
市
よ
り
も
横
浜
市
の
方
が
大
き
か
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
被
害
の
大
き
さ
か
ら
、
関
東
大
震
災
と
い
え
ば
東
京
市
と
横
浜
市
が
注
目
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
ま

さ
に
都
市
機
能
が
麻
痺
す
る
ほ
ど
の
大
災
害
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
住
宅
が
密
集
す
る
都
市
部
︱
町
場
で
被
害
が
大
き
く
な
り
や
す
く
、
注

目
さ
れ
や
す
い
か
ら
こ
そ
、
中
井
村
や
川
村
の
よ
う
な
純
粋
な
農
村
部
に
お
け
る
『
震
災
誌
』
に
目
を
向
け
て
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
。
中
井
村
で
は
さ
ら
に
字(

地
区)

ご
と
の
被
害
状
況
が
判
明
す
る
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
検
討
し
て
い
こ
う
。

表
２
は
、
字(

地
区)

ご
と
の
被
害
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る(
頁)

。
そ
れ
ぞ
れ
の
字(

地
区)

の
位
置
に
つ
い
て
は
前
ペ
ー
ジ
の

34

図
１
を
参
照
さ
れ
た
い
。
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
に
は
残
念
な
が
ら
各
字(
地
区)

の
人
口
や
世
帯
数
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
死
者

率
や
全
壊
率
な
ど
は
出
せ
な
い
。
ま
た
、
字(

地
区)

の
耕
作
規
模
も
全
部
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
参
考
ま
で
に
江
戸
時
代
、
天
保

て
ん
ぽ
う
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五
年(

一
八
三
四)

に
幕
府
が
編
纂
し
た
「
郷
帳
」
に
お
け
る
各
字(

地
区)

＝
旧
村
の
石
高(

村
高)

を
あ
げ
て
み
た
。
石
高
は
田
畑
・
屋
敷

地
の
生
産
高
を
米
の
生
産
量
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
米
の
生
産
高
が
高
い
ほ
ど
村
高
は
大
き
く
な
る
。
村
高
の
全
国

平
均
は
約
四
〇
〇
石
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
村
が
天
保
五
年
時
点
で
約
七
万
四
〇
〇
〇
余
り
あ
っ
た
と
い
う
。

大
磯
丘
陵
の
南
西
部
に
あ
っ
て
畑
勝
ち
の
中
井
村
は
、
前
述
の
通
り
米
の
生
産
量
が
低
い
た
め
に
、
総
じ
て
村
高
も
低
く
な
り
が
ち
で

あ
っ
た
。
表
２
で
各
字(

地
区)

の
江
戸
時
代
の
村
高
を
確
認
し
て
み
る
と
、
四
〇
〇
石
を
超
え
て
い
る
の
は
井
ノ
口
村
の
六
九
一
石
余
と

松
本
村
の
四
四
三
石
余
の
二
か
村
だ
け
で
、
二
〇
〇
石
台

が
二
か
村
、
一
〇
〇
石
台
が
一
〇
か
村
、
古
怒
田
に
い
た

っ
て
は
六
三
石
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
表
２
を
み
る
と
、

死
者
の
数
が
も
っ
と
も
多
い
の
が
松
本
の
七
名
で
、
境
の

五
名
、
北
田
の
四
名
と
続
き
、
比
奈
窪
、
雑
色
、
古
怒
田
、

半
分
形
、
遠
藤
、
久
所
、
藤
沢
の
六
字(

地
区)

は
死
者
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
。
合
計
は
二
四
名
と
な
り
、
比
較
的
人
的
被

害
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
中

井
村
全
体
の
死
亡
率
〇
・
四
五
％
は
、
足
柄
上
郡
で
は
平

均
よ
り
若
干
高
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
死
者
の
人
名
に

つ
い
て
は
、
『
川
村
震
災
記
念
誌
』
が
全
人
名
を
書
き
上
げ

て
い
る
の
に
対
し
、『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
で
は
、
字(

地

区)

に
よ
っ
て
は
人
数
の
み
し
か
書
き
上
げ
て
な
い
場
合
が

あ
っ
た
。

表２．中井村の地区(字)別被害状況

注）松本愛敬『中井村震災紀念誌』（中井村役場、1925）より
作成。

死者数
(人)

重傷者数
(人)

全壊
(戸)

半壊
(戸)

合計
(戸)

比奈窪 0 0 15 11 26 5,103 178石余

松 本 7 0 13 30 43 19,755 443石余

雑 色 0 0 2 9 11 1,299 138石余

鴨 沢 1 1 8 25 33 4,356 130石余

古怒田 0 1 1 20 21 5,240 63石余

半分形 0 0 3 11 14 3,530 191石余

田 中 2 6 10 19 29 8,420 180石余

遠 藤 0 0 12 23 35 7,150 174石余

北 田 4 2 15 17 32 6,563 178石余

久 所 0 1 4 0 4 2,040 166石余

藤 沢 0 1 1 10 11 2,555 212石余

岩 倉 1 0 4 9 13 6,995 134石余

境 5 1 53 29 82 32,929 268石余

境別所 1 2 17 18 35 16,001 142石余

井ノ口 3 6 55 92 147 37,643 691石余

計 24 21 213 323 536 159,579

字
(地区)

人的被害 家屋被害
損害額
(円)

村高
(1834
年)



12

次
に
家
屋
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
住
家
・
倉
庫
・
非
住
家
に
つ
い
て
全
壊
と
半
壊
が
書
き
上
げ
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
住
家
の
被
害
だ
け

の
数
値
を
あ
げ
た
。
住
家
の
被
害
が
も
っ
と
も
大
き
か
っ
た
の
が
井
ノ
口
で
全
壊
住
家
五
六
戸
、
住
家
半
壊
九
七
戸
と
な
っ
て
い
る
。
井

ノ
口
で
は
さ
ら
に
家
屋
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
下
井
ノ
口
、
北
窪
、
宮
、
砂
口
、
遠
藤
原
、
五
分
一
の
六
つ
の
小
字
ご
と
の
統
計
も
と
っ

て
い
る
。
こ
の
中
で
も
っ
と
も
被
害
が
大
き
い
小
字
は
遠
藤
原
で
、
宮
が
こ
れ
に
続
い
た
。
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
で
松
本
氏
自
身
が

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
井
ノ
口
は
、
字
が
大
き
い
の
で
、
被
害
の
数
字
も
亦
大
き
い
」
の
で
あ
っ
た
。

ま
た

こ
れ
に
次
ぐ
の
が
境
で
、
全
壊
五
三
戸
、
半
壊
三
五
戸
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
字(

地
区)

の
規
模
の
違
い
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で

あ
ろ
う
か
、
松
本
氏
は
境
が
一
番
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
て
、
例
え
て
い
え
ば
被
害
の
「
横
綱
格
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
死
者
一

名
、
重
傷
者
二
名
、
全
壊
住
家
一
七
戸
、
半
壊
住
家
二
九
戸
の
境
別
所
も
「
境
に
劣
ら
ぬ
被
害
」
を
受
け
た
と
述
べ
て
い
る
。
「
大
関
」

に
あ
た
る
字(

地
区)

は
な
い
が
、
死
者
四
名
、
重
傷
者
二
名
、
全
壊
住
家
一
七
戸
、
半
壊
住
家
三
二
戸
の
北
田
が
「
関
脇
」
で
、
死
者
二

名
、
重
傷
者
六
名
、
全
壊
住
家
一
〇
戸
、
半
壊
住
家
田
中
が
「
前
頭
」
の
筆
頭
か
「
小
結
」
に
あ
た
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
逆

に
、
死
者
・
重
傷
者
ゼ
ロ
で
、
全
壊
住
家
二
戸
、
半
壊
住
家
九
戸
の
雑
色
と
死
者
ゼ
ロ
、
全
壊
住
家
四
戸
、
半
壊
住
家
ゼ
ロ
の
久
所
は
、

と
も
に
「
被
害
僅

少

の
大
関
」
と
表
現
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
中
井
村
全
体
の
全
壊
率
は
、
足
柄
上
郡
の
中
で
も
平
均
以
上
で

き
ん
し
よ
う

あ
り
、
神
奈
川
県
全
域
の
平
均
よ
り
か
な
り
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
裏
山
の
崖
崩
れ
の
た
め
に
三
名
が
亡
く
な
っ
た
赤
坂
氏
を
は
じ
め
、
合
計
七
名
を
数
え
た
松
本
の
死
者
は
、
全
村
の

死
者
の
三
割
九
分
強
を
占
め
て
い
た
。
松
本
で
は
、
全
壊
住
家
一
三
戸
、
半
壊
住
家
三
〇
戸
の
他
、
倉
庫
や
非
住
家
の
被
害
も
大
き
か
っ

た
こ
と
か
ら
境
、
井
ノ
口
に
次
ぐ
大
被
害
を
受
け
た
と
あ
る
。
ま
た
、
比
奈
窪
で
は
地
震
に
よ
る
崩
壊
、
埋
没
、
亀
裂
が
多
く
、
と
く
に

耕
地
の
被
害
が
多
か
っ
た
こ
と
、
鴨
沢
で
は
山
林
、
田
畑
の
被
害
が
大
き
い
こ
と
な
ど
、
各
字(

地
区)

の
土
地
の
被
害
な
ど
に
も
触
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
各
字(

地
区)

の
被
害
状
況
の
違
い
は
、
損
害
額
に
よ
く
表
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
表
２
に
加
え
て
お
い
た
。

こ
こ
で
は
、『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
の
特
徴
で
あ
る
各
字(

地
区)

ご
と
の
被
害
状
況
に
注
目
し
て
検
討
し
て
み
た
。「
災
害
編
」
に
は
、
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先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
中
井
村
の
被
害
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
総
説
」
の
中
の
記
述
で
あ
る
が
、
「
一
月
十
五
日
の
強
震
」
と
し
て
、
九
月
一
日
以
降
の
余
震
の
中
で
最
大
で
あ
っ

た
と
い
う
一
月
一
五
日
の
余
震
、
い
わ
ゆ
る
「
丹
沢
地
震
」
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

二

中
井
村
の
救
護
活
動
に
つ
い
て

前
章
で
は
、
震
災
に
よ
る
死
者
や
崩
壊
・
焼
失
家
屋
の
地
域
比
較
と
い
う
視
点
で
中
井
村
の
被
害
を
足
柄
上
郡
や
震
災
全
般
に
位
置
づ

け
た
上
で
、
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
の
特
徴
で
あ
る
各
字(

地
区)

ご
と
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
本
章
で
は
、
「
救
護
編
」(

八

五
頁)

を
も
と
に
、
震
災
後
の
中
井
村
の
救
護
活
動
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
「
救
護
編
」
の
前
半
は
、
皇
室
か
ら
の
恩
顧
・

恩
賜
、
政
府
の
救
援
・
治
安
策
、
そ
し
て
諸
外
国
の
援
助
と
な
っ
て
お
り
、
他
書
で
も
著
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
割
愛
し
、
こ
こ
で

か
つ
あ
い

は
「
村
の
施
設
と
活
動
」
の
章(

頁)

に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

103

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
九
月
四
日
に
開
か
れ
た
中
井
村
会
の
結
果
「
中
井
村
復
興
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

村
長(

小
沼
吉
治)

を
会
長
と
し
て
、
村
会
議
員
、
区
長
、
学
識
経
験
者
を
「
議
員
」
と
す
る
も
の
で
、
「
物
価
の
調
整
、
食
糧
問
題
の
解

決
、
賃
金
の
制
定
、
物
資
の
配
給
、
復
興
へ
の
方
策
な
ど
を
審
議
し
、
解
決
し
、
村
の
危
機
を
救
護
し
、
復
興
を
促
進
す
る
」
こ
と
を
目

的
と
す
る
組
織
で
あ
っ
た
。
実
際
、
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
に
は
、
食
糧
問
題
、
鳶

職

な
ど
の
賃
金
の
制
定
、
物
資
の
配
給
、
練
乳
の

と
び
し
よ
く

供
与
、
医
薬
、
小
作
問
題
の
解
決
な
ど
の
決
定
事
項
が
具
体
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
中
井
村
復
興
協
議
会
」
と
歩
を
一

ほ

い
つ

に
し
て
職
務
に
邁
進
す
る
役
場
職
員
の
よ
う
す
や
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
議
員
・
区
長
の
氏
名
も
列
挙
さ
れ
て
い
る(

頁)

。

108

次
に
救
護
に
奮
闘
し
た
村
内
の
諸
団
体
と
し
て
、
村
農
会
、
在
郷
軍
人
、
青
年
団
、
処
女
会
報
徳
社
、
宗
教
団
体
、
警
察
の
具
体
的
な

活
動
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
注
目
し
た
い
の
が
報
徳
社
で
あ
る
。
報
徳
社
は
、
二
宮
金
次
郎(

尊
徳
・
一
七
八
七
～
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一
八
五
六)

の
報
徳
思
想
を
実
践
す
る
結
社
で
あ
る
。
金
次
郎
は
、
領
足
柄
上
郡
栢
山
村(

現
・
小
田
原
市)

の
出
身
で
、
領
主
で
あ
る
小

田
原
藩
や
烏
山
藩
な
ど
の
藩
の
再
建
か
ら
、
村
や
町
、
さ
ら
に
は
武
士
か
ら
農
民
ま
で
、
そ
の
要
請
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
再
建
を
進
め

た
人
物
で
あ
っ
た
。
農
政
家
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
今
で
い
え
ば
敏
腕
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
報
徳
社
は
天
保
一
〇
年(

一
八
三
九)

に
小
田
原
で
結
成
さ
れ
た
小
田
原
仕
法
組
合
が
淵
源
と
さ
れ
て
お
り
、
互
助
金
融
や
社
会
事
業

を
通
じ
て
家
や
村
、
地
域
の
立
て
直
し
を
め
ざ
し
た
。
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
金
次
郎
の
弟
子
や
孫
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
報
徳
思
想

が
広
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
明
治
政
府
に
よ
る
地
方
改
良
運
動
の
重
要
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
報
徳
社
の
結
成

が
全
国
的
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
た
。
中
井
村
を
構
成
す
る
字(

地
区)

、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の
村
に
は
小
田
原
藩
領
に
含
ま
れ
る
村
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
報
徳
仕
法
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
か
ら
な
じ
み
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
す
べ
て
の
市
町
村
に
報
徳
社

が
結
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
井
村
で
は
比
奈
窪
、
松
本
、
雑
色
、
鴨
沢
、
境
、
久
所
、
井
ノ
口
の
七
か
所
に
報
徳
結
社
が
あ
っ
て
、

報
徳
仕
法
に
も
と
づ
く
実
践
活
動
と
し
て
、
食
料
品
の
寄
贈
や
労
務
な
ど
に
よ
っ
て
村
に
奉
仕
し
た
り
、
罹
災
者
を
訪
れ
て
慰
問
、
教
化

り

さ
い
し
や

い

も
ん

に
努
め
、
思
想
の
激
変
を
防
ぐ
な
ど
、
隠
れ
た
方
面
に
多
大
な
力
を
尽
く
し
た
と
い
う
。

そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
警
察
関
係
で
は
、
松
田
警
察
署
と
の
連
絡
が
途
絶
え
る
な
ど
震
災
後
の
不
安
定
な
社
会
状
況
下
で
、
比
奈
窪
駐

在
所
と
井
ノ
口
駐
在
所
と
で
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
、

流

言
飛
語
や
緊
急

勅

令
の
伝
達
に
よ
る
治
安
維
持
、
震
災
被
害
に
対
す
る
村
内

り
ゆ
う
げ
ん

ひ

ご

ち
よ
く
れ
い

の
調
査
な
ど
に
あ
た
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
国
有
鉄
道
路
修
復
の
た
め
、
多
大
の
人
員
が
必
要
あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
一
部
の
青
年

た
ち
が
、
震
災
直
後
に
二
宮
や
国
府
津
方
面
に
出
勤
し
て
修
繕
工
事
に
あ
た
り
、
そ
の
給
金
と
し
て
政
府
か
ら
一
人
一
日
に
つ
き
二
円
五

〇
銭
が
支
給
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
総
額
が
一
三
〇
〇
円(

も
し
く
は
一
四
〇
〇
円)

に
も
な
っ
た
と
い
う
。
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
で

は
、
青
年
な
ら
び
に
本
村
は
、
臨
時
の
収
入
を
得
て
、
震
災
後
の
苦
境
を
切
り
抜
け
、
大
い
に
助
か
っ
た
な
っ
た
と
あ
る
。
個
人
的
に
使

う
だ
け
で
な
く
、
青
年
団
や
村
の
た
め
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
書
で
松
本
氏
は
、
「
一
本
の
矢
と
三
本
の
矢
」
と
い
う
戦
国
大
名
毛
利
元
就
の
故
事
を
引
き
つ
つ
、
伍

長

の
金
子
新
次
郎
の

ご

ち
よ
う
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発
案
で
、
家
を
失
っ
た
一
〇
家
族
で
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
を
建
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
で
得
た
金
の
す
べ
て
を
共
有
と
し
て
帳
簿
に
つ
け
、
必

要
に
応
じ
て
支
出
し
、
共
存
共
栄
の
実
を
あ
げ
て
、
最
後
に
解
散
す
る
と
き
に
こ
れ
ら
の
資
金
を
精
算
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
事
例
を

あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
誰
も
異
存
は
な
く
、
こ
の
「
一
大
家
族
」
は
一
つ
の
「
組
」
と
し
て
、
諸
星
一
太
郎
の
妻
女
を
「
組
合
葬
」
と

し
て
手
厚
く
葬
り
、
昼
は
懸
命
に
働
き
、
夜
は
夜
警
を
し
て
万
が
一
の
事
態
に
備
え
、
一
〇
日
間
の
共
同
生
活
の
経
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
を

再
建
す
る
な
ど
、
少
な
い
経
費
で
助
け
合
い
な
が
ら
復
興
の
第
一
歩
を
歩
み
出
し
た
と
い
う
。

な
お
、
「
復
興
編
」
は
震
災
か
ら
一
年
と
約
三
か
月
を
経
た
く
ら
い
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
復
興
の
途

中
経
過
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
が
、
高
等
小
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
、
各
字(

区)

、
産
業
、
金
融
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
て

あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
「
復
興
編
」
の
序
文
に
は
、
休
む
こ
と
も
な
く
、
奮
闘
努
力
し
た
結
果
、
す
べ
て
は
着
々
と
し
て
成
果
を
上
げ
、

「
一
週
年
を
迎
え
た
九
月
一
日
に
は
、
已
に
九
分
の
美
し
い
実
を
結
ん
だ
」
と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
理
想
は
、
単
な
る
復
興

(

周)

す
で

よ
っ
て
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
以
上
に
充
実
し
た
堅
実
な
「
大
中
井
村
」
の
建
設
あ
る
の
だ
と
い
う
。
松
本
氏
の
言
は
、
当
時
の

村
人
た
ち
の
率
直
な
意
見
で
あ
り
、
悲
痛
な
る
願
い
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
松
本
愛
敬
氏
の
手
に
よ
る
『
中
井
村
震
災
紀
年
誌
』
は
、
報
告
書
の
よ
う
に
淡
々
と
震
災
の
事
実
を
記
録
し
た
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
論
文
の
よ
う
に
堅
い
文
章
で
綴
ら
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
学
識
の
高
さ
の
反
面
、
被
災
者
に
向
け
る
視
線
は
あ
く
ま
で

も
誠
実
で
あ
た
た
か
い
。
そ
れ
で
は
本
書
が
『
記
念
誌
』
で
は
な
く
『
紀
念
誌
』
で
あ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
「
紀
念
」
は
「
記
念
」
の
別

字
と
も
い
い
、
誤
用
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
「
紀
」
に
は
、
筋
道
を
た
て
て
書
く
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
歴
史
書
の
中
で
も
帝
王

の
年
譜
を
「
紀(

本
紀)

」
と
い
う
。
松
本
氏
は
「
記
念
」
で
も
「
祈
念
」
で
も
な
く
、
あ
え
て
「
紀
念
」
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
そ

こ
に
震
災
を
綴
る
こ
と
に
対
す
る
松
本
氏
の

矜

持
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
緒
言
で
も
述
べ
た
が
、
本
書
は
旧
字
体
・
旧

き
よ
う

じ

仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
筆
致
は
柔
ら
か
く
、
文
章
も
比
較
的
読
み
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
改
め
て
本
書
が

多
く
の
人
に
読
ま
れ
、
読
み
つ
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
た
い
。
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あ
と
が
き

今
回
『
中
井
村
震
災
紀
念
誌
』
復
刻
版
の
発
刊
に
あ
た
り
、
東
海
大
学
教
育
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
の
馬
場
弘
臣
教
授
に
『
中
井
村
震

災
紀
念
誌
』
解
説
を
執
筆
し
て
頂
き
ま
し
た
。
本
解
説
で
は
、
冒
頭
に
紀
念
誌
の
編
集
者
で
あ
る
松
本
愛
敬
氏
の
経
歴
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
氏
の
経
歴
を
見
る
と
当
時
の
村
長
で
あ
っ
た
小
沼
吉
治
村
長
が
松
本
愛
敬
氏
に
記
念
誌
の
編
集
を
依
頼
し
た
事
は
英
断
で
あ
っ
た
事

が
窺
わ
れ
ま
す
。

本
書
は
百
年
前
の
旧
字
体
・
旧
仮
名
遣
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
比
較
的
読
み
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
書
か
れ
た
当
時
の

社
会
情
勢
や
生
活
環
境
、
近
隣
町
村
の
状
況
な
ど
を
現
代
の
我
々
が
推
測
し
本
書
を
読
み
理
解
す
る
に
は
難
し
い
も
の
が
あ
り
、
本
解
説

は
本
書
を
読
む
上
で
大
き
な
助
け
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
解
説
で
は
詳
細
に
集
計
さ
れ
た
紀
念
誌
の
デ
ー
タ
を
客
観
的
に
整
理
し
、
紀
念
誌
で
は
未
だ
記
載
さ
れ
て
い
な
い
近
隣
町
村

の
デ
ー
タ
と
の
比
較
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
中
井
村
の
被
害
が
近
隣
の
町
村
よ
り
少
し
大
き
か
っ
た
事
が
判
り
、
被
害
状
況
に

は
、
ど
の
様
な
特
色
が
あ
る
か
と
い
っ
た
解
析
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
救
護
活
動
に
関
し
て
中
井
村
が
ど
の
様
に
対
応
し
た
か
、
そ
し
て
各
種
団
体
の
活
動
が
効
果
的
で
あ
っ
た
事
や
、
流
言
飛
語
へ

の
対
応
を
ど
の
様
に
し
た
か
も
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

紀
念
誌
刊
行
当
時
、
復
興
に
関
し
て
は
未
だ
途
上
で
は
あ
る
も
の
の
単
な
る
復
興
で
は
な
く
、
よ
り
以
上
に
充
実
し
堅
実
な
「
大
中
井

村
」
を
建
設
す
る
と
言
う
松
本
愛
敬
氏
や
村
民
の
想
い
を
推
し
量
り
、
復
興
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最

後
に
本
書
を
『
記
念
誌
』
で
は
な
く
、
『
紀
念
誌
』
と
し
た
松
本
氏
の
想
い
も
推
し
量
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
様
に
『
中
井
村
震
災
紀
念
誌
』
を
読
む
前
に
、
ま
ず
本
解
説
を
読
ん
で
頂
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
本
解
説
は
『
紀
念
誌
』

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
上
で
大
き
な
助
け
に
な
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。
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